










川崎病研究班が実施した過去7回の全国調査において、すでに 47,000 名の愚者が報告され

、このうち 278 名(0.6%)が死亡例として報告された。本研究は人口動態死亡統計にあらわ

れた 8年間の川崎病死亡の症例を全国調査の資料と比較して、川崎病死亡の現状を明らか

にすることを目的に実施された。 

厚生省統計情報部の協力を得て、1975年～82 年の 8年間における死亡 564 万件のうち、死

亡原因の欄または合併症の欄に川崎病、MCLS、小児皮膚粘膜リンパ節症候群などと記載さ

れたもの 304 件について、死亡年月の分布、性、年齢分布、罹病期間、都道府県別地域差

、世帯の主な仕事などを観察した。 

成績の概要は以下に示すとおりである。 


